
中央西まちづくりプラン（令和 6 年 3 月改訂版） 

 

◎ キャッチフレーズ 

 

「文化あふれ　いきいき元気なまち　中央西」 

 

 

◎ 目標（何を目指すのか） 

 

　１．地域に関心を持とう！ 

　　　（安心・安全で暮らせる私達のこのまちをよく知るとともに、 

活動内容の周知を図っていきます） 

 

① 住民が地域活動に関心を持っているまち　 

② 若者が地域活動に参加するまちづくり 

③ 人材の発掘・活用を図るまち 

 

　２．近所づきあいで、心にゆとりあるまち 

　　　（人と人のおつきあいを大切にするとともに、 

地域との連携を図っていきます） 

 

① 人と人のおつきあいを大切にするまち 

② 災害につよいまちづくり 

③ 各種団体との連携がとれているまち 

④ 地域全体で子どもたちを見守るまち 

⑤ 犯罪から身を守るまち 

 

　３．支えあう地域づくり　老いも若きも心ひとつに 

  　（高齢者や障がい者の生きがいを創出するとともに、 

地域とのつながりを促進します） 

 

① 気軽に集まれる場所のあるまち 

② 高齢者・障がい者がいきいきしているまち 

③ 認知症になっても暮らせるまちづくり 

④ 各世代が支えあうまち 



　４．ごみゼロ、花いっぱい、元気いっぱいのまち 

　　　（清潔で花いっぱいの環境づくりを推進するともに、 

伝統行事やスポーツイベントで元気な毎日を支えるまちを目指します） 

 

① ごみのないきれいなまちづくり 

② 花でいっぱいのまちづくり 

③ 地域の伝統行事を通じた絆づくり 

④ スポーツを活用した元気なまちづくり 

 

　５．子どもの笑顔があふれるまち 

　　　（若い世代に中央西を好きになってもらい、 

次世代のまちづくりの人材をふやします） 

 

　① 安心して子育てのできるまちづくり 

② 未来を担う人を育てるまちづくり 

 

 

◎ 取り組み内容 

 

＜目標１―①：活動内容の周知＞ 

（１）ＩＣＴ（※）を活用した情報発信の促進 

※ＩＣＴとは…ネットワーク通信により情報・知識の共有を図るための情報通信技術 

（２）地域内の活動に関する情報の発信・共有 

（３）自治会をはじめとする各種団体への加入促進 

 

＜目標１―②：学校との連携＞ 

（１）誰もが参加しやすい魅力あるイベントを開催し、学校との連携を図り、

学生の地域活動への参加を促進 

 

＜目標１―③：地域ボランティア活動の推進＞ 

（１）高齢者の活躍や、若い人材の発掘・育成の仕組みを作る 

 

 

 

 

 

 



　＜目標２―①：笑顔のあいさつ運動の推進＞ 

（１）家庭や地域での笑顔のあいさつ励行 

 

＜目標２―②：災害時の高齢者と要支援者支援の充実＞ 

（１）災害に対する啓発と知識を身に付け、防災意識の向上 

（２）高齢者及び「災害時要支援者」の支援体制の強化 

 

＜目標２―③：各種団体間の交流促進＞ 

（１）各種団体との交流を促進し横のつながりを強化 

 

＜目標２―④：見守り活動の強化＞ 

（１）通学路等のパトロールの実施と朝のあいさつ運動 

（２）危険箇所の点検確認と周知徹底 

 

＜目標２―⑤：防犯への対策強化＞ 

（１）特殊詐欺等身近な犯罪にあわない知識習得と研修会実施 

 

 

＜目標３―①：地域活動の拠点づくり＞　 

（１）気軽に集い交流を深めることができる場や機会の充実 

（２）地域食堂やサロンなどを活用した交流の場の拡充 

 

＜目標３―②：高齢者・障がい者の生きがいづくり＞ 

（１）高齢者・障がい者団体との連携を図り、交流の輪を広げる 

（２）高齢者の知識、特技などを活用した各種講座の開催 

 

　＜目標３―③：見守り体制の充実＞ 

（１）普段からのとなり近所で声かけ・見守り運動を推進 

（２）認知症の人と家族に理解を促す各種講座の開催 

 

　＜目標３―④：３世代交流の推進＞ 

（１）各世代が助けあえるようにＩＣＴも活用した世代間交流の推進 

 

 

 

 

 

 



　＜目標４―①：環境保全活動の推進＞ 

（１）ごみ出しの注意喚起、清掃活動（一斉清掃等） 

（２）野良猫・犬のフン対策 

（３）親水（※）を意識した小松川の環境保全 

　　　　※親水とは…水や川に触れることで水や川に対する親しみを深めること 

 

＜目標４―②：環境美化活動の推進＞ 

（１）交流センターを拠点とした花いっぱい運動 

 

＜目標４―③：伝統行事の継承＞ 

（１）中央西地区大運動会や地域の祭りを次世代に継承 

 

＜目標４―④：スポーツ振興＞ 

（１）スポーツレクリエーションを通じた住民の交流 

 

 

＜目標５―①：子育て世代の地域活動への参加促進＞ 

（１）子育て世代が参加しやすい地域活動・イベントを開催 

（２）子育て世代のサポート 

 

＜目標５―②：次世代の人材育成＞ 

（１）子どもたちに地域活動を体験してもらい、将来も住みたいと思う 

まちづくり 

（２）地域の大人が地域の子どもを育てる地域ぐるみの子育て 

 

 

◎ プランの見直しについて 

　 

計画期間は設定せず、必要に応じて見直しを行うものとする。


